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２
０
２
２
年
早
春
、
こ
こ
数
年
誰
も
が
予

想
だ
に
し
な
か
っ
た
出
来
事
が
世
界
中
で
惹

起
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
初
春
よ
り
爆
発
的
な
感
染
拡

大
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
２
年
経
過
も
未
だ
終
息
の
兆
し
が
見
え

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
市
民
の

方
々
が
深
刻
な
人
道
危
機
に
よ
り
日
々
命
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
愚
か
な
悲
し
い

事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て

は
会
員
の
皆
さ
ま

や
ご
家
族
の
方
々

に
も
罹
患
さ
れ
た

方
や
お
仕
事
に
多

大
な
影
響
を
受
け

ら
れ
た
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場

よ
り
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
号
が
届
く
６
月
に
は
人
類
の
叡
智
を
結

集
し
た
く
さ
ん
の
危
機
的
状
況
が
回
避
さ

れ
、
平
和
で
安
全
な
穏
や
か
な
日
々
が
取
り

戻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
強
く
願
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
本
年
も
３
月
１
日
に
橿
原
高
校
第
45

回
卒
業
式
が
卒
業
生
と
保
護
者
・
教
職
員
出

席
の
も
と
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒

業
生
数
は
１
６
，７
１
２
名
と
な
り
ま
し
た

が
、
同
窓
会
活
動
は
今
現
在
、
制
限
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
昨
年
の
総
会
中
止
に
続
き
今
年

も
開
催
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
第
28
期
生
学
年
同
窓
会
も
残
念
な

が
ら
来
年
に
延
期
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
28
期
生
・
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
何
卒
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

昨
今
、
様
々
な
苦
し
く
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
終
息
に
向
か
う
と

強
く
信
じ
常
に
ど
ん
な
と
き
も
未
来
志
向
で

前
向
き
な
気
持
ち
を
も
っ
て
こ
の
苦
難
な
状

況
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
３
年
後
は
橿
原
高
校
創
立
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
の
準
備
に
向
け
て
は

皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
吉
田
と

申
し
ま
す
。
橿
原
高
校
に
勤
め
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
、
大
き
な
喜
び
と
そ
れ
以
上
の
緊
張

を
感
じ
な
が
ら
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
橿
原

高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
の
で
、
橿
友
会
会
員
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
本
校
は
、
無
事
に
令
和

４
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
入
学
式
に
つ

き
ま
し
て
も
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
晴
天
の
も

と
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
48
期

生
と
な
る
３
２
１
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全

校
生
徒
は
計
９
５
６
名
と
な
り
、
職
員
を
加

え
る
と
１
，０
０
０
人
以
上
の
「
チ
ー
ム
橿

原
」
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の

生
徒
が
、
自
ら
の
目
標
を
定
め
、
そ
れ
に
向

け
て
日
々
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
我
々
教
職
員
も
一
丸
と

な
っ
て
、
生
徒
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
日
々

の
教
育
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
ご
存
じ

の
よ
う
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
感
染
者
数
は
や
や
減
少
傾
向
で
は
あ

る
も
の
の
、
若
年
者
層
の
感
染
拡
大
な
ど
未

だ
収
束
は
見
え
ま
せ
ん
。
変
異
株
へ
の
置
き

換
わ
り
な
ど
も
報
じ
ら
れ
、
本
校
に
お
き
ま

し
て
も
授
業
を
は
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内

容
を
点
検
し
、
で
き
う
る
限
り
の
感
染
対
策

を
講
じ
な
が
ら
日
々
の
教
育
活
動
を
維
持
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
現
在
の
３
年
生

は
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
入
学
式
、
そ
の

直
後
か
ら
の
お
よ
そ
２
ヶ
月
に
わ
た
る
在
宅

教
育
で
高
校
生
活
が
始
ま
っ
た
学
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
も
、
分
散
登
校
や
時
差
登
校

な
ど
、
従
来
に
は
な
か
っ
た
特
別
な
対
応
も

経
験
し
て
い
ま
す
。
今
、
そ
ん
な
３
年
生
の

日
常
の
様
子
を
目
に
す
る
た
び
、
感
謝
や
賞

賛
よ
り
も
尊
崇
の
念
を
覚
え
ま
す
。
３
年
生

に
限
ら
ず
、
１
・
２
年
生
に
つ
い
て
も
、
同

じ
よ
う
な
感
覚
を
も
っ
て
見
て
い
る
こ
と

に
、
度
々
気
付
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
一
つ
の
問
い
が
頭
を
も
た
げ
ま
す
。

　

『
生
徒
た
ち
は
、
目
の
前
の
現
実
を
直
視

し
、
ご
く
当
然
の
こ
と
と
し
て
こ
の
日
常
を

過
ご
し
、
そ
し
て
、
そ
の
中
で
よ
り
良
い
高

校
生
活
を
求
め
、
創
ろ
う
と
し
て
い
る
（
き

た
）
で
は
な
い
か
。
そ
の
一
方
で
、
我
々

教
員
は
、
「
通
常
で
は
な
い
」
「
例
年
と
は

違
う
」
と
い
う
言
い
訳
を
し
な
が
ら
日
々
を

消
化
し
て
き
た
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る

（
あ
っ
た
）
の
で
は
な
い
か
。
』

　

あ
ら
た
め
て
今
、
我
々
教
職
員
は
、
生
徒

た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
築
か
れ

て
き
た
橿
原
高
校
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
新
し
い
教
育
活
動
を
創
造
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
橿
原
高
校
で
育
っ
た
若
雉
子
た
ち
が
、
社

会
の
多
く
の
場
所
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
先
輩

方
の
後
ろ
姿
を
追
い
、
凜
々
し
く
羽
ば
た
き

巣
立
つ
日
ま
で
、
我
々
は
自
ら
の
責
務
を
自

覚
し
、
ま
た
そ
れ
を
誇
り
と
し
て
、
日
々
の

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
橿
友
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
本
校
へ

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
私
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

◎�第45回総会は、例年通り７月上旬の予定ですが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から「橿友
第36号」発行時点で開催が未定です。次号にお知らせさせていただきます事をご了承ください。
　尚、昨年の第44回総会は書面決済によりご承認をいただきました事をここに報告いたします。
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家
の
中
を
片
付
け
て
い
た
ら 

数
枚
の
「
橿

友
」
が
ア
ル
バ
ム
と
共
に
出
て
き
ま
し
た
。

半
分
色
あ
せ
た
第
１
号
は
、
昭
和
62
年
５
月

１
日
発
行
。
茶
色
に
染
ま
っ
た
折
り
目
を
開

け
て
み
る
と
、
第
１
面
は
当
時
の
巳
浪
彰
久

会
長
と
、
廣
吉
壽
彦
校
長
先
生
の
ご
挨
拶
が

写
真
と
共
に
。
そ
し
て
下
段
、
10
周
年
記
念

式
典
は
、
橿
高
体
育
館
で
、
円
広
志
氏
の
ご

講
演
の
案
内
。「
橿
友
」
は
こ
の
10
周
年
を
記

念
し
て
創
刊
さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
今
日
ま
で
使
用
し
て
い
ま
す
題
字
「
橿

友
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
の
で
時

を
経
た
今
、
こ
の
ま
ま
原
文
を
ご
紹
介
す
る

事
に
し
ま
す
。

題
字
紹
介

　
『
同
窓
会
誌
「
橿
友
」
の
創
刊
に
当
た
っ
て

理
事
会
で
は
題
字
を
誰
に
依
頼
し
よ
う
か
と

迷
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
会
員
の
中
か
ら
お

願
い
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、１
期
生
の
竹
本
厚
子（
旧
姓　

嶋
田
）

さ
ん
に
お
願
い
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
竹

本
さ
ん
も
快
く
承
知
し
て
く
だ
さ
り
、
上
掲

の
作
品
を
今
後
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
読
み
は
「
き
ょ
う
ゆ
う
」 

で

す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

　

尚
、
こ
の
作
品
は
、
い
ず
れ
の
日
か
、
同

窓
会
館
な
る
も
の
が
皆
様
の
協
力
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
と
き
は
、
会
館
内
に
掲
示
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
竹
本
さ
ん 

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』

　

１
９
７
５
年
開
校
か
ら
ま
も
な
く
50
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
創
立
当
時
の〝
思

い
〟
で
あ
る
同
窓
会
館
な
る
も
の
が
竣
工
さ

れ
る
事
は
卒
業
生
の
願
い
で
す
。

香
美　

秀
一	

旧
職
員

木
下　
　

隆	

旧
職
員

北
林　

静
江	

旧
職
員

米
田　
　

潔	

旧
職
員

辻
本　
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職
員

中
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旧
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員
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職
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西
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彰	

旧
職
員

西
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典
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旧
職
員

平
井　

祐
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旧
職
員

藤
田　

和
義	

旧
職
員

米
田　

幸
子	

旧
職
員

裏　
　

清
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第
1
期

戎
谷
美
奈
子	

第
1
期

川
本　

眞
里	

第
1
期

藤
山　

千
鶴	

第
1
期

松
本　

邦
夫	

第
1
期

松
村
値
加
子	

第
1
期

光
井　

尚
美	

第
1
期

宮
本　

勝
弘	

第
1
期

吉
藤　

行
二	

第
1
期

大
家　

佳
代	

第
1
期

上
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宗
弘	

第
1
期

藤
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第
1
期

村
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第
1
期

塩
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悦
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第
1
期

塩
井　

秀
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第
1
期

杉
本
は
る
み	

第
1
期

藤
井　

久
男	

第
1
期

田
原　

完
行	

第
1
期

伏
見　

明
美	

第
1
期

今
中　

啓
嗣	

第
1
期

喜
田
嘉
余
子	

第
2
期

北
村
智
映
子	

第
2
期

豊
川　

吉
史	

第
2
期

伏
見
多
佳
世	

第
2
期

庄
田　

勝
亮	
第
2
期

岡　
　

正
明	
第
2
期

岡
本　

吉
偉	

第
2
期

村
上　

和
美	

第
2
期

上
野
佳
洋
子	

第
2
期

狩
野　

晃
三	

第
2
期

木
村　

尚
代	

第
2
期

辻
合
伊
佐
子	

第
2
期

中
村　

真
一	

第
2
期

大
野　

仁
美	

第
2
期

加
藤　

理
恵	

第
2
期

松
本　

信
吾	

第
2
期

大
谷　

公
人	

第
2
期

大
本　

修
身	

第
2
期

亀
田　

浩
二	

第
2
期

弓
田　

貴
男	

第
2
期

寺
田　

和
正	

第
3
期

辻
本　

篤
次	

第
3
期

西
川　

嘉
英	

第
3
期

結
城　
　

保	

第
3
期

辻
村　

浩
昭	

第
3
期

樋
浦　

孝
浩	

第
3
期

中
村
吉
代
茂	

第
3
期

久
保　

順
子	

第
3
期

田
中　

貴
治	

第
3
期

吉
田　

浩
司	

第
3
期

太
田　

誠
子	

第
3
期

佐
々
木
祐
子	

第
3
期

伏
見　

智
子	

第
3
期

渡
辺　

久
美	

第
3
期

尾
野　

憲
司	

第
4
期

島
岡　

篤
子	

第
4
期

西
岡　

英
雄	

第
4
期

廣
嶋
香
都
美	

第
4
期

松
本　

晶
子	

第
4
期

田
辺　
　

忍	

第
4
期

田
辺　

智
里	

第
4
期

大
田　

敦
子	

第
4
期

岡
村　

啓
司	

第
4
期

門
間　

秀
光	

第
4
期

千
田　
　

望	

第
4
期

仲
谷　

之
克	

第
4
期

松
井　

康
守	

第
4
期

上
林
佐
妃
子	

第
4
期

岡
田　

由
江	

第
5
期

赤
木
真
裕
美	

第
5
期

岩
田　

浩
充	

第
5
期

坂
上　

義
次	

第
5
期

島
中　
　

毅	

第
6
期

和
田　
　

到	

第
6
期

樋
浦　

義
浩	

第
6
期

森
嶌　

美
穂	

第
6
期

殿
村
美
栄
子	

第
6
期

木
村　

清
俊	

第
7
期

藤
本　

陽
子	

第
7
期

新
子　

剛
弘	

第
7
期

宮
宇
地
義
子	

第
8
期

安
井　

清
介	
第
8
期

上
田　

麻
子	
第
8
期

鍛
治　
　

毅	

第
8
期

西
岡　

正
朝	

第
8
期

中
谷
小
菜
江	

第
9
期

増
田　

孝
美	

第
9
期

南　
　

勝
清	

第
9
期

原
田　

岳
志	

第
10
期

上
村　

乃
太	

第
10
期

内
海　

正
樹	

第
10
期

小
西　

国
雄	

第
10
期

池
田　

恵
美	

第
10
期

安
部　

隆
幸	

第
11
期

安
部　

直
子	

第
11
期

角
田　

泰
史	

第
11
期

喜
多　

昭
夫	

第
11
期

神
谷　

明
子	

第
11
期

山
下　

友
紀	

第
11
期

下
村　

憲
博	

第
12
期

東　
　

昭
嘉	

第
12
期

安
井　

隆
豊	

第
12
期

青
木　

智
子	

第
12
期

坂
本　

香
織	

第
12
期

小
西　

祥
幹	

第
12
期

藤
田　

美
紀	

第
12
期

米
田　

知
昭	

第
12
期

那
須
永
美
子	

第
13
期

渡
辺　

真
弓	

第
13
期

石
井　

喜
代	

第
13
期

辻　
　

邦
彦	

第
13
期

寺
内　

興
乗	

第
13
期

山
内　
　

浩	

第
14
期

橋
詰　

由
治	

第
14
期

大
平　

裕
子	

第
14
期

丹
羽　

修
一	

第
14
期

吉
川　

孝
次	

第
14
期

駒
村　
　

泉	

第
15
期

野
本　

恵
子	

第
15
期

高
橋　

洋
子	

第
15
期

鈴
木　

寿
昭	

第
16
期

横
山　
　

豊	

第
17
期

森
田　

善
文	

第
18
期

柳　
　

智
之	

第
18
期

柳
沢　

り
か	

第
18
期

下
林　
　

妙	

第
18
期

有
馬
美
代
子	

第
19
期

大
平　

武
史	

第
19
期

小
笠
原
満
梨
衣	

第
19
期

本
多　

伸
行	

第
20
期

井
上　

栄
次	

第
20
期

小
西　

史
顕	

第
20
期

山
本
め
ぐ
み	

第
21
期

安
井　
　

渚	

第
21
期

弓
場　

博
文	

第
22
期

甲
斐　

健
太	

第
22
期

北
村　

匡
教	

第
22
期

岡
本　

直
子	

第
22
期

中
岡　

綾
子	

第
22
期

萬
世　

久
美	

第
23
期

松
田　

宏
尚	

第
23
期

若
林　

宏
和	

第
23
期

米
田　

晃
士	

第
24
期

若
林　

大
悟	

第
25
期

長
見　

圭
祐	

第
26
期

東
野　

至
宏	

第
26
期

谷
口　
　

愛	

第
26
期

本
山　

茂
伸	

第
26
期

本
郷　

奈
緒	

第
27
期

松
村　

一
宏	

第
27
期

下
間　

庸
子	

第
29
期

上
杉　

量
子	

第
29
期

宮
下　

優
衣	

第
30
期

尾
田　

交
之	

第
31
期

上
田　

宏
明	

第
32
期

當
麻　

顯
壽	

第
34
期

晒
谷　
　

瞳	

第
35
期

木
村　

英
夫	

第
35
期

岡
島
英
里
佳	

第
36
期

上
西　

健
太	

第
37
期

弓
仲　

将
知	

第
37
期

大
西　

真
樹	

第
37
期

生
嶋　

真
暉	

第
38
期

森
本　

啓
太	

第
38
期

伴
野　

杏
奈	

第
38
期

松
田　
　

光	

第
38
期

植
村　

勇
斗	

第
39
期

小
泉
進
二
郎	

第
39
期

西
口　

真
衣	

第
39
期

中
川　

智
加	

第
40
期

中
島　

貴
一	

第
41
期

古
城　

幸
奈	

第
41
期

松
田　

宥
也	

第
41
期

泉
井　

日
向	

第
42
期

小
西　

柊
哉	

第
42
期

中
川　

隆
大	

第
43
期

藪
下　

嘉
昴	

第
43
期

上
田　

奈
未	

第
43
期

平
田　

晶
己	

第
43
期

山
本　
　

廉	

第
44
期

平
林　

毬
乃	

第
44
期

鍵
本　

葉
月	

第
44
期

樋
上
勇
次
郎	

第
44
期

「第２期生　還暦記念　第７回同窓会「第２期生　還暦記念　第７回同窓会」」の開催についての開催について
同窓会の開催については、現在未定です。同窓会の開催については、現在未定です。

開催する場合は９月中に、往復ハガキで日時・会場等をお知らせします。開催する場合は９月中に、往復ハガキで日時・会場等をお知らせします。

★★ 連絡先 連絡先  ★★
９組・９組・亀田　浩二亀田　浩二
090090−−31673167−−19161916

「
橿
友
」

「
橿
友
」

　第
１
号
発
見
！

　第
１
号
発
見
！

『
題
字
の
紹
介
』
が
掲
載

『
題
字
の
紹
介
』
が
掲
載

連  絡

令
和
３
年
度
　
賛
助
金
（
敬
称
略
）

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！



橿原高等学校同窓会報「橿友」（3）　2022年６月10日 第36号

同窓会学年代表幹事
各クラス幹事

学年代表　廣岡　稜生
学年副代表　米田　心咲
　　　　　中　亮太郎
　１組　　廣岡　稜生
　　　　　桝谷　颯太
　２組　　石井　貴大
　　　　　山本　妃夏
　３組　　西山　岳杜
　　　　　市森未矢加
　４組　　米田　心咲
　　　　　田中　佑冴
　５組　　植原　颯真
　　　　　菊池　　凜
　６組　　中　亮太郎
　　　　　髙添　真桜
　７組　　葛井　春道
　　　　　寺田　京介
　８組　　山本　雄斗
　　　　　前　　桜子

＊
吟
詠
剣
詩
舞
部

　
・
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
２
年
　

令
和
３
年
８
月
３
日
～
４
日　

和
歌
山
県

中
井　

知
世
、
竹
中　

美
咲
、
尾
田　

千
波

＊
書
道
部

　
・
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

令
和
３
年
８
月
４
日
～
５
日　

和
歌
山
県

竹
村　

亜
衣

＊
考
古
学
研
究
部

　
・
全
国
高
等
学
校
歴
史
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１

令
和
３
年
８
月
７
日　

福
岡
県

高
田　

朱
桜
、　

黒
仁
田　

愛
香

＊
日
本
拳
法
部

　
・
第
66
回
全
国
高
等
学
校
日
本
拳
法
選
手
権
大
会

令
和
３
年
８
月
21
日
～
22
日　

神
奈
川
県

松
本　

昴
真
、
綿
松　

真
行
、
福
本　

太
希
、
福
田　

仁
、

宮
田　

千
穂
、
植
田　

凪
咲
、
中
川　

明
香
、
上
中　

美
花
、

矢
敷　

い
の
り

　
・
第
26
回
全
国
高
等
学
校
日
本
拳
法
選
抜
大
会

令
和
４
年
３
月
26
日
～
27
日　

大
阪
府　

松
本　

昴
真
、
綿
松　

真
行
、
福
本　

太
希
、
福
田　

仁
、

小
澤　

琉
雅
、
吉
田　

拓
翔
、
元
屋　

颯
真
、
松
本　

崚
、

三
浦　

有
稀
、
宮
田　

千
穂
、
植
田　

凪
咲
、
中
川　

明
香
、

上
中　

美
花
、
矢
敷　

い
の
り
、
川
上　

結
衣
、

小
倉　

か
こ
、
中
野　

賀
世
、
奥
村　

光
梨

＊
陸
上
競
技
部

　
・
第
52
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会

令
和
３
年
10
月
22
日
～
24
日　

愛
媛
県

小
西　

翔
大

＊
弓
道
部

　
・
第
40
回
記
念
　
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

令
和
３
年
12
月
23
日
～
25
日　

茨
城
県

森
本　

大
悟
、
西
村　

海
都
、
麦
林　

知
樹
、
平
田　

壮
吾

令和４年度
（2022年度）

入 試 の 主 な
進 路 結 果

国立大学　9 公立大学　7
大阪教育　4 奈良教育　2 奈良県立医科　4
香川　広島　大分 大阪公立　奈良県立　芸術文化観光専門職大学
関西大学	 48 関西学院大学	 1 同志社大学	 21 立命館大学	 7
京都産業大学	 27 近畿大学	 90 龍谷大学	 127 京都女子大学	 9
同志社女子大学	 12 武庫川女子大学	 6 畿央大学	 125 関西外国語大学	 15

◆ 

退
職
・
転
出
さ
れ
た
先
生
方

退
職
者

氏　
　

名

教　
　

科

新
所
属

本
校
勤
務
年
数

相
知　

美
佐

校　

長

（
退
職
）

3

梅
本　

公
士

保
健
体
育

（
退
職
）

8

沢
邉　

弥
生

英　

語

（
退
職
）

10

森
脇　

紀
夫

英　

語

（
退
職
）

5

転
出
者

氏　
　

名

教　
　

科

新
所
属

本
校
勤
務
年
数

藤
井
謙
太
郎

国　

語

国
際
高
等
学
校

4

西
口　

寛
一

国　

語

1

今
林　

拓
夢

地
歴
公
民

五
條
高
等
学
校

2

大
西　

敏
樹

数　

学

教
育
研
究
所

9

坂
野　
　

誠

数　

学

1

瀧
澤　

昌
之

理　

科

奈
良
高
等
学
校

7

殿
村　

有
代

理　

科

郡
山
高
等
学
校　

1

鶴
岡　

靖
久

理　

科

畝
傍
高
等
学
校
（
定
時
制
）

１

山
本　

将
大

保
健
体
育

聾
学
校

1

今
木　

勇
丞

保
健
体
育

奈
良
養
護
学
校

１
ヶ
月

松
井　

眞
澄

英　

語

1

門
脇　
　

敦

実
習
助
手

2

森
井　

能
裕

事　

務

明
日
香
養
護
学
校
・
事
務
長

1

◆ 

転
入
さ
れ
た
先
生
方

氏　
　

名

教　
　

科

前
所
属

吉
田　
　

敦

校　

長

奈
良
朱
雀
高
等
学
校

松
岡　

浩
之

国　

語

大
宇
陀
高
等
学
校

中
澤　

清
文

国　

語

平
城
高
等
学
校

千
葉　

恒
義

国　

語

添
上
高
等
学
校

白
石　

幸
恵

国　

語

森
口　

拓
弥

地
歴
公
民

山
辺
高
等
学
校

石
原　
　

嵩

数　

学

大
淀
高
等
学
校

山
下　

祐
人

数　

学

黒
崎　

佑
宇

数　

学

中
森　
　

徹

保
健
体
育

奈
良
高
等
学
校

西
本　

圭
佑

保
健
体
育

越
智　

啓
征

英　

語

一
条
高
等
学
校

丸
山　

貴
代

英　

語

平
城
高
等
学
校

藤
岡　
　

妙

英　

語

西
川　

瑞
歩

英　

語

大
門　

将
弥

実
習
助
手

西
垣
恵
美
子

事　

務

高
取
国
際
高
等
学
校

編
集
後
記ウッドベンチ

電波時計

シューズボックス

今年こそは、それぞれの学年・仲間で集われた記事をいただけるかな、今年こそは、それぞれの学年・仲間で集われた記事をいただけるかな、
と第２面を空けていました。が、まだまだ自粛の時。と第２面を空けていました。が、まだまだ自粛の時。
替わりに時代を感じていただきましょう。貴重な第１号会報誌のご提供有り難う。替わりに時代を感じていただきましょう。貴重な第１号会報誌のご提供有り難う。
円広志さん、現在もご活躍ですね。円広志さん、現在もご活躍ですね。
皆様、同窓生の集い報告、いつでも待っていますよ～。皆様、同窓生の集い報告、いつでも待っていますよ～。

橿友会１期Ｍ橿友会１期Ｍ−−３３

卒業生の寄贈
（第45期生）

卒業記念として下記の
ものを寄贈しました。

人

事

異

動

全
国
大
会
に
出
場
し
激
励
金
を
支
給
し
た
ク
ラ
ブ

～ いいもののこそう ～
石材市場　（株）ツ ボ イ

石材販売・加工
石碑・墓石工事
外構・造園工事
土木・建築工事
損害保険調査業務・復旧工事

西日本最大級の
石材・墓石の展示場

奈良県香芝市今泉21－5
　　0120－58－1194
定休日無し（土日祝も営業）
営業時間　7：30～19：30

営業時間　14：00～22：00
電　　話　0744－29－3336
定 休 日　月曜日、第一／第三火曜

〒634－0063　奈良県橿原市久米町889－2　コーリンビル1F
※近鉄橿原神宮前駅中央出口より徒歩1分

（第20期）芦髙清友
広告募集中
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私
が
生
ま
れ
た
の
は
、
１
９
６
４

年
。
全
国
の
出
生
者
数
を
調
べ
る
と
約

１
７
１
万
人
。
日
本
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
高

校
の
同
級
生
は
、
４
０
５
人
。
出
生
者
数

か
ら
み
た
ら
、
橿
原
高
校
で
の
同
級
生
と

の
出
会
い
は
、
か
な
り
の
確
率
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

橿
原
高
校
６
期
生
は
、
毎
年
学
年
の
同

窓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
す
る
た

び
に
次
回
の
幹
事
を
選
任
し
、
連
絡
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
取
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
登
録
が
83
人
。
全
体
の
約
５
分
の

１
で
す
が
、
連
絡
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
し
、

友
達
の
友
達
み
た
い
な
感
じ
で
、
グ
ル
ー

プ
登
録
も
毎
年
増
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
58
歳
に
な
る
も
の
に
と
っ
て
は
、

高
校
を
卒
業
し
て
、
40
年
の
歳
月
が
経
過

し
た
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
人
生
も
早

終
盤
戦
に
差
し
掛
か
っ
て
き
た
よ
う
な
思

い
が
あ
り
ま
す
。

　

両
親
は
健
在
で
す
が
、
母
は
介
助
が
必

要
な
状
態
。
子
供
は
３
人
、
そ
れ
ぞ
れ
結

婚
し
、
孫
が
７
人
い
ま
す
。
有
難
い
こ
と

で
、
自
分
の
人
生
の
中
で
の
、
縦
糸
は
出

来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
横
糸
は
ど
う
か
と
考
え
た
時
、

コ
ロ
ナ
と
い
う
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
。
自
分
一
人
の
感
染
だ
け
な
ら
い
い
の

で
す
が
、
周
り
の
人
を
巻
き
込
み
、
最
悪

な
場
合
は
大
切
な
人
を
死
に
至
ら
し
め

る
。
そ
の
こ
と
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
こ
の
２
年
間
生
き
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
２
２
年
２
月
末
に
、
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
武
力
介
入
し
ま
し

た
。
こ
の
2
年
間
、
心
を
砕
い
て
き
た
こ

と
が
、
武
力
に
よ
り
、
簡
単
に
命
が
奪
わ

れ
、
ま
た
、
そ
れ
を
止
め
る
手
段
も
持
ち

合
わ
せ
て
な
い
こ
と
に
も
心
が
痛
み
ま
す
。

　

視
点
を
変
え
た
時
、
地
球
温
暖
化
を
止

め
る
た
め
に
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減

ら
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
横
糸
は
、

今
現
在
の
生
き
様
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

頑
張
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
家
族

で
あ
り
、
隣
人
で
あ
り
、
同
級
生
だ
と
思

い
ま
す
。

　

人
の
寿
命
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
縦
糸

と
横
糸
を
い
つ
も
意
識
し
、
も
う
少
し
精

進
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
合　
　

豪

１
９
６
４
年
８
月
17
日

奈
良
県
宇
陀
郡
曽
爾
村
長
野
９
４
３
番
地
の
１

株
式
会
社
田
合
林
業

代
表
取
締
役

特
定
非
営
利
活
動
法
人
曽
爾
の
あ
さ
ひ

代
表
理
事

　

先
般
、
１
期
生
の
大
先
輩
か
ら
お
声
が

け
い
た
だ
き
、
橿
原
高
校
の
壮
行
会
で
激

励
の
挨
拶
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

変
わ
ら
な
い
道
中
や
校
舎
、グ
ラ
ウ
ン
ド
、

体
育
館
を
見
る
と
不
思
議
と
お
セ
ン
チ
な

気
分
に
な
る
も
の
で
す
。「
も
っ
と
あ
あ

す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
な
」
と
か
「
も
っ
と

あ
あ
言
え
ば
よ
か
っ
た
か
な
」
と
か
…

（
笑
）。

　

私
は
、
25
年
前
に
卒
業
し
た
昭
和
53
年

生
ま
れ
の
43
歳
で
す
。
学
業
終
了
後
は
、

東
京
や
神
奈
川
で
料
理
や
経
営
の
勉
強
を

し
て
15
年
前
に
奈
良
で
飲
食
店
を
開
業
し

ま
し
た
。
地
域
生
産
・
地
域
消
費
・
地
域

交
流
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
奈
良
の
う
ま
い
も

の
」
づ
く
り
に
奮
闘
中
で
す
。
奈
良
県
内

の
食
農
連
携
だ
け
で
な
く
、
商
業
・
工

業
・
観
光
業
と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り
に

携
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
５
年
前

か
ら
香
芝
市
議
会
議
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
「
か
し
ば
」

は
京
阪
神
地

域
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
良
さ

や
子
育
て
環

境
な
ど
の
暮

ら
し
や
す
い

「
く
ら
し
ば
」

だ
け
で
な

く
、
地
場
産

業
や
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
生

み
だ
す
「
し

ご
と
ば
」、

二
上
山
・
ど

ん
づ
る
峯
な

ど
の
映
画
の
ロ
ケ
地
や
相
撲
ゆ
か
り
の
地

を
巡
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
め
ぐ
り
ば
」
が

あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
住
宅
都
市
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
教
科
書
に
載
る

よ
う
な
出
来
事
の
真
っ
只
中
で
、
特
に
、

校
訓
「
克
己
」
の
精
神
を
肝
に
銘
じ
て
お

り
ま
す
。

　

若
人
の
皆
様
に
は
、
心
の
整
理
を
し
て

混
沌
と
い
う
未
知
の
可
能
性
を
切
り
拓

き
、
目
的
に
向
か
っ
て
進
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
手
法
を
懸
命
に
考
え
ま
す
が
、
そ

も
そ
も
心
の
在
り
方
を
問
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
心
の
整
理
が
出
来

て
い
な
け
れ
ば
、
深
刻
に
な
り
不
安
に
な

り
弱
気
に
な
り
ま
す
。
心
の
整
理
が
出
来

て
い
れ
ば
、
冷
静
に
な
り
強
気
に
な
り
、

自
分
自
身
に
自
信
を
持
っ
て
目
的
に
向
か

え
ま
す
。

　

我
ら
中
年
も
、
若
人
に
負
け
ず
に
、
心

を
整
え
目
的
の
達
成
に
立
ち
向
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
「
校
訓
『
克
己
』
の
精
神
で
！
」

卒業生コーナー

一
期
一
会
と
克
己

６
期
生 　

田
合　
　

豪

「克
己
」の
精
神
で

20
期
生　

芦
髙　

清
友


